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株式会社フジデン
〒661-0976

兵庫県尼崎市潮江1-2-6 尼崎フロントビル10F

☎  06-6494-5835（採用専用回線）

URL http://www.fujiden.com

Love People, Love au.
ーーーーーーーーーーーーーー  会社概要  ーーーーーーーーーーーーー
商 号  株式会社フジデン
売 上 高 　 338億円（2015年8月期） ★6期連続増収増益
代表取締役  藤井壮志
社 員 数  530人（正社員比率90％以上）
店 舗 数  全国88店舗

充実の研修制度
 キャリア別研修 ▼  レベルに応じた研修を定期的に実施
 目的別研修 ▼   資格取得やビジネス研修等、目的別の

研修を実施
 OJT（On-the-Job Training） ▼   「メンター制度」や「交換ノート制度」を

通じて、成長を全面的にバックアップ

資格取得支援制度
セールス力のレベルに応じて、3段階のKDDI関連資格があります
auアドバイザー
 auマスター
auエキスパート

フジデンでは資格取得をサポートし、資格
取得者には資格手当を支給しています。
（12～36万円／年）

au専売代理店 売上トップクラス！
顧客満足度地域No.1を目指します

フジデン
教育

プログラム

▼

▼

▲
OJT

　  キャリア別
研修

目的別
　研修

お待ちしております！
2007年入社（入社10年目）

普段の暮らしを支える、あなたの
街の生協。その商品をお届けする
のが私たちの仕事です。「人の役
に立てる仕事がしたい」という方、
ルート配送ドライバーとして弊社
で活躍してみませんか？

お客様へ信頼と安心のサービスをお届けします
★一人暮らしのおじいちゃん、おばあちゃんに
　商品と笑顔を！

★家事や育児で忙しいお母さんのサポートに！

★アレルギーをお持ちのお子様の生活に！

〒461-0004 名古屋市東区葵1-19-30
 総務人事グループ　採用セクション
TEL：052-939-2011（直通）
URL：http://www.trancom.co.jp/ds/index.html

管理栄養士（国家試験受験資格）／栄養士／臨床検査技師（国家試験受験資格）／養護教諭／

家庭科教諭／栄養教諭／フードスペシャリスト受験資格 等

＊詳しくは、同大ウェブサイトをご参照ください

［坂戸キャンパス］ 〒350-0288 埼玉県坂戸市千代田3-9-21 URL  http://www.eiyo.ac.jp　TEL  049-282-7331（入試広報課直通）［駒込キャンパス］ 〒170-8481 東京都豊島区駒込3-24-3

主な取得資格・免許

 平成30年度  入学試験が変わります
□アクティブ・ラーニング入試が始まります！ □併願制度が変わります！
□推薦入試の出願資格が変わります！ □書類審査の加点項目が追加されます！

OPEN CAMPUS 2017
5/27
［Sat］
坂戸

5/28
［Sun］
坂戸

6/11
［Sun］
駒込

7/22
［Sat］
坂戸

7/23
［Sun］
坂戸

予 約 不 要
入退場自由

世
界
初
の

人
工
流
れ
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

株
式
会
社A

LE

　
十
文
字
学
園
女
子
大
学
（
埼
玉

県
新
座
市
）
の
学
生
は
、
商
店
街

の
振
興
の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら

お
う
と
市
内
5
カ
所
の
商
店
街
の

ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
誌
「LADY BARBA

（
レ
デ
ィ
バ
ー
バ
）」
1
2
0
0

部
を
制
作
し
た
。
現
在
、
7
0
0

部
が
同
市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
お
よ
び
厚
生
労
働

省
が
実
施
し
た
平
成
29
年
3
月
大

学
等
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定
状

況
に
つ
い
て
、「
平
成
28
年
度
大

学
等
卒
業
予
定
者
の
就
職
内
定
状

況
調
査
（
2
月
1
日
現
在
）」
が

3
月
17
日
付
で
公
表
さ
れ
た
。

　
今
回
の
調
査
対
象
は
国
立
大
学

21
校
、
公
立
大
学
3
校
、
私
立
大

学
38
校
、
短
期
大
学
20
校
、
高
等

専
門
学
校
10
校
、
専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
20
校
の
計
1
1
2
校
で

全
体
数
は
6
2
5
0
人
。

　
大
学
等
の
就
職
内
定
率
は
、
大

学
（
学
部
）
は
90
・
6
％
（
前
年

同
期
比
2
・
8
㌽
増
）、
短
期
大

学
は
88
・
5
％
（
同
2
・
5
ポ
イ

ン
ト
増
）、
大
学
等
（
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
）
全
体
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で
は
90
・
9
％
（
同
2
・
7
ポ
イ

ン
ト
増
）、
ま
た
専
修
学
校
（
専

門
課
程
）
を
含
め
る
と
90
・
2
％

（
同
2
・
3
ポ
イ
ン
ト
増
）
だ
っ

た
。

　
結
果
は
12
月
1
日
の
調
査
に
続

き
、
平
成
8
年
度
の
調
査
開
始
以

降
、
過
去
最
高
の
内
定
率
と
な
っ

た
。
景
気
の
回
復
傾
向
に
加
え
、

人
手
不
足
に
伴
う
企
業
の
採
用
意

欲
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
挙
げ
ら
れ
る
。

　
卒
業
予
定
者
全
体
に
占
め
る
内

定
者
の
割
合
（
大
学
の
み
）
は

70
・
4
％
。
た
だ
し
、
卒
業
予
定

者
全
体
に
は
就
職
希
望
者
の
ほ

か
、「
進
学
希
望
者
」「
自
営
業
」

「
家
事
手
伝
い
」
等
を
含
む
。

　
男
女
別
で
は
、
男
子
大
学
生
の

就
職
内
定
率
は
88
・
8
％

（
前
年
同
期
比
2
・
3
ポ

イ
ン
ト
増
）、
女
子
は

92
・
8
％
（
同
3
・
5
ポ

イ
ン
ト
増
）。
ま
た
、
国

公
立
大
学
で
は
、
男
子
が

91
・
5
％
、
女
子
が
90
・

3
％
、
私
立
大
学
で
は
、

男
子
が
88
・
0
％
、
女
子

が
93
・
6
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
文
系
・
理
系
別
で
は
、

文
系
の
就
職
内
定
率
は

90
・
3
％
（
前
年
同
期
比

3
・
0
ポ
イ
ン
ト
増
）、

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
20

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
30

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

理
系
の
就
職
内
定
率
は
92
・
1
％

（
同
1
・
9
ポ
イ
ン
ト
増
）
だ
っ

た
。

　
地
域
別
で
は
、
関
東
地
区
お
よ

び
近
畿
地
区
の
就
職
内
定
率
が
最

も
高
く
91
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
お
よ
び
厚
生
労
働

省
で
は
、
大
学
等
の
就
職
相
談
員

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ジ
ョ
ブ
サ
ポ

ー
タ
ー
と
の
連
携
を
促
進
さ
せ
る

な
ど
新
卒
者
等
の
就
職
支
援
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
府

省
が
連
携
し
、
大
学
等
と
新
卒
応

援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
更
な
る
連

携
の
促
進
等
、
新
卒
者
等
の
雇
用

に
関
す
る
施
策
の
推
進
が
求
め
ら

れ
る
。
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に
流
れ
星
を
発
生
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
だ
。

　
現
在
は
、装
置
（
放
出
装
置
・

供
給
装
置
）
と
流
れ
星
の
素
と

な
る
流
星
源
の
開
発
が
行
わ
れ

お
り
、
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ

を
平
成
30
年
、
イ
ベ
ン
ト
実
施

を
平
成
31
年
に
広
島
県
の
瀬
戸

内
で
予
定
し
て
い
る
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
発
生
さ
せ
る
流
れ

星
は
、
人
工
衛
星
に
搭
載
す
る

マ
テ
リ
ア
ル
の
比
率
を
変
え
る

こ
と
で
、
自
由
に
色
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
流
れ
る

速
度
と
距
離
に
関
し
て
も
、
自

然
に
発
生
す
る
流
れ
星
よ
り
も

ゆ
っ
く
り
と
し
た
速
度
で
、
か

つ
長
い
時
間
を
か
け
て
空
を
横

　
民
間
宇
宙
事
業
者
の
株
式
会

社
A
L
E（
本
社
東
京
・
港
区
）

が
平
成
29
年
2
月
か
ら
始
動
し

て
い
る
人
工
流
れ
星
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「SHOOTING STAR 

challenge

」。
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
や
帝
京
大
学
（
東
京
都
板
橋

区
）
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の

大
学
の
技
術
協
力
の
も
と
、

「
人
口
流
れ
星
」
を
日
本
の
夜

空
に
流
す
人
類
初
の
挑
戦
と
な

っ
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
特
殊
な

素
材
の
流
星
源
を
大
気
圏
外
の

軌
道
上
か
ら
所
定
の
方
向
に
精

密
に
放
出
し
、
大
気
圏
に
再
突

入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
希
望
す

る
時
間
、
地
域
の
夜
空
に
自
在

切
っ
て
い
く
と
い
う
特
徴
も
兼

ね
備
え
て
い
る
。

　
こ
の
人
工
流
れ
星
が
成
功
す

れ
ば
、
世
界
で
初
め
て
の
快
挙

と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で

の
宇
宙
開
発
の
技
術
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
は
異
な
り
、
映
像
を

介
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
数
百

万
人
以
上
の
人
た
ち
が
同
時
に

空
を
見
上
げ
、
自
分
た
ち
の
目

で
世
紀
の
瞬
間
を
目
撃
す
る
こ

と
が
で
き
る
リ
ア
ル
な
体
験
を

　
制
作
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、

人
間
生
活
学
部
人
間
発
達
心
理
学

科
・
3
年
生
の
東
畑
開
人
講
師
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
所
属
す
る
学
生
10

人
だ
。
同
大
は
、
文
部
科
学
省
が

地
方
創
生
を
目
的
に
推
進
す
る
拠

点
整
備
（
C
O
C
）
事
業
に
採
択

さ
れ
、
平
成
26
年
か
ら
補
助
金
を

受
け
て
地
域
の
研
究
や
貢
献
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
雑
誌
の
制

作
は
同
事
業
の
一
環
で
、「
地
域

の
問
題
を
研
究
し
、
臨
床
心
理
学

を
使
っ
て
解
決
す
る
」
と
い
う
課

題
を
基
に
、
地
元
の
商
店
街
に
着

目
し
、
さ
ら
に
高
齢
者
と
若
者
が

関
心
を
持
て
る
「
お
し
ゃ
れ
」
に

焦
点
を
当
て
た
と
い
う
。

　
同
誌
は
全
面
カ
ラ
ー
で
、
学
生

や
高
齢
者
、
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
オ
ー

ナ
ー
な
ど
を
モ
デ
ル
と
し
、
栄
四

丁
目
商
店
会
な
ど
市
内
の
5
商
店

街
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
6
店
舗
が
洋
服

の
着
こ
な
し
を
紹
介
し
て
い
る
。

店
長
お
す
す
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
金
沢
工
業
大
学
（
石
川
県
野
々

市
市
）
と
株
式
会
社
北
國
銀
行

（
本
店
石
川
・
金
沢
市
）
は
平
成

23
年
よ
り
包
括
的
連
携
協
力
協
定

を
締
結
し
て
い
る
。
以
降
、
人
材

育
成
・
交
流
、
学
生
支
援
活
動
、

産
学
連
携
活
動
等
に
お
い
て
、
連

携
協
力
を
進
め
て
お
り
、
活
力
あ

る
地
域
経
済
の
発
展
と
地
域
社
会

の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　
同
大
は
事
業
の
一
環
と
し
て

「
地
元
学
生
を
地
元
に
定
着
さ
せ

る
た
め
に
ど
う
変
革
す
る
か
」
を

テ
ー
マ
に
異
業
種
の
社
員
と
学
生

が
チ
ー
ム
を
組
み
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
地
元
企
業
の
新

し
い
価
値
づ
く
り
』」
を
昨
年
12

月
か
ら
開
催
し
て
き
た
。
3
月
10

日
に
は
そ
の
成
果
発
表
が
北
國
銀

行
本
社
ビ
ル
に
て
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
同
大
学
生
約
15
人
と

北
國
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
企
業

が
参
加
。
株
式
会
社
セ
ー
ル
ス
フ

ォ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム
（
本
社
ア

メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）

と
株
式
会
社
タ
ス
ク
（
本
社
石

川
・
金
沢
市
）
の
社
員
約
25
人
が

加
わ
り
、「
県
内
大
学
生
の
地
元

定
着
」（
定
着
率
2
％
ア
ッ
プ
を

目
標
）
に
向
け
て
、
企
画
か
ら
具

体
化
ま
で
の
プ
ラ
ン
を
7
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
発
表
し
た
。

　
同
大
と
北
國
銀
行
は
こ
の
ほ
か

の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
8
月

24
日
に
「（
株
）
北
國
銀
行
×
金

沢
工
業
大
学
マ
ッ
チ
ン
グ
相
談

会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は

北
國
銀
行
の
取
引
企
業
を
参
加
対

象
と
し
た
も
の
で
、
新
た
な
技
術

開
発
や
人
材
確
保
に
向
け
、
同
大

の
進
路
開
発
室
と
研
究
支
援
部
の

担
当
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

　
企
業
と
の
連
携
を
通
し
て
地
元

産
業
の
活
性
化
や
学
生
の
地
元
就

職
等
に
も
結
び
つ
け
て
い
る
金
沢

工
業
大
。
地
域
に
密
着
し
た
活
動

に
今
後
も
期
待
が
高
ま
る
。

ト
や
孫
と
出
か
け
る
こ
と
を
想
定

し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
統
一
感
を

持
た
せ
た
双
子
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
紹
介
す
る
等
、
読
み
応
え
の
あ

る
内
容
に
仕
上
が
っ
た
。

　
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
代
表
を
務
め

る
飯
野
真
由
さ
ん
は
「
地
域
を
活

性
化
す
る
に
は
高
齢
者
と
若
者
の

協
力
店
舗
で
撮
影
用
の
衣
装

を
探
す
学
生
た
ち
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賞状を手に笑顔の古賀さん●左と後藤さん

成
果
発
表
会
当
日
の
様
子
。

7
チ
ー
ム
が
意
見
を
出
し
合
っ
た

来
年
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

に
向
け
さ
ら
に
準
備
が
進
む
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作
り
出
す
壮
大
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
か

つ
て
な
い
挑
戦
で
あ
る
と
同
時

に
、
科
学
と
両
立
さ
れ
た
新
し

い
形
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
の
可
能
性
へ
の
挑
戦
と
な
る

た
め
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
協
力
大
学
の
一
つ
で
あ
る
帝

京
大
は
、
①
流
星
源
の
放
出
装

置
・
供
給
装
置
の
試
験
・
性
能

測
定
②
リ
エ
ン
ト
リ
検
討
③
放

出
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
支

援
④
ス
ペ
ー
ス
チ
ャ
ン
バ
ー
を

用
い
た
熱
環
境
試
験
の
準
備
検

討

―
等
を
行
う
予
定
だ
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
現
す

る
こ
と
で
、
流
れ
星
や
流
星
群

が
人
工
的
に
作
成
で
き
る
だ
け

で
な
く
、
人
工
流
れ
星
の
観
測

を
基
に
、
宇
宙
か
ら
届
く
流
れ

星
の
素
材
や
飛
ん
で
く
る
方
向

と
い
っ
た
研
究
制
度
の
向
上
や

高
層
大
気
に
つ
い
て
の
研
究
の

伸
展
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

起業部“Ciamo”が「文部科学大臣賞」受賞
崇城大学

ア
世
代
と
の
関
わ
る
機
会
が
少
な

く
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
お
店

の
オ
ー
ナ
ー
ら
と
信
頼
関
係
を
築

く
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

　
同
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
西
武

中
央
商
店
会
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
「
た

交
流
が
必
要

不
可
欠
だ
と

思
い
、
お
し

ゃ
れ
を
通
し

て
交
流
を
図

れ
な
い
か
考

え
ま
し
た
。

普
段
は
シ
ニ

ん
ぽ
ぽ
」
を
経
営
す
る
小
島
幸
子

さ
ん
は
、
流
行
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

や
華
や
か
な
色
を
取
り
入
れ
た
一

押
し
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
紹

介
。「
以
前
と
比
べ
て
寂
し
い
商

店
街
に
な
る
中
、
雑
誌
で
取
り
上

げ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
掲
載
を
き
っ
か

け
に
問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
て

い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　
同
市
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
を

公
共
施
設
に
配
置
し
、
老
人
会
な

ど
で
配
布
し
て
い
る
。
今
後
は
幅

広
い
世
代
の
手
に
渡
り
、
世
代
を

越
え
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む

き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ
う
。

華やかなファッション
が目を惹く内容だ

第13回 キャンパスベンチャーグランプリ全国大会

　崇城大学（熊本市）起業部の「Ciamo（シ
アモ）」チームが、3月16日に開催された「第
13回 キャンパスベンチャーグランプリ
（CVG）全国大会」に出場し、技術的な要
素を背景にした最も優秀なプランに授与され
る「文部科学大臣賞」と「テクノロジー部門
大賞」を受賞した。
　同大会は新産業の創出と人材育成を目的と
して開催されており、優れたプランを表彰す
ることで起業家を目指す学生の支援につなげ
ている。部門はビジネスとテクノロジーに分
かれており、崇城大チームはテクノロジー部
門で出場した。13回目を迎えた今回は、大
阪大学（大阪市）や早稲田大学（東京都新宿
区）など、13の大学・院・高等専門学校の
学生がそれぞれの独創性に富んだ研究プラン
とその成果を発表するべく、一堂に会した。
　工学研究科博士前期課程 応用生命科学専
攻1年・古賀碧さんと生物生命学部 応用微生
物工学科4年・後藤みどりさんが率いる

Ciamoチームは「焼酎粕を利用した光合成細
菌の培養キットの開発・販売事業」について
発表。焼酎粕で培養可能な光合成細菌を大量
に培養するためのキット研究や光合成細菌と
呼ばれる農水産業分野や医薬品、環境問題へ
の解決など広く注目されている微生物につい
て熱心に語った。
　Ciamoチームが研究対象としている光合成
細菌は「高価」であるという課題を抱えてい
る。そこで付加価値の低い「焼酎粕」を使用
することで、従来よりも安価に提供し、農水
畜産業をさらに発展させていくことが狙い
だ。最終的には事業を通して、焼酎粕の処理
にかかるコストと蔵元の負担を削減し、光合
成細菌によってエビの免疫力を高めるだけで
なく、環境保全を行いながら安心・安全な食
を世界中の人々に届けることを目標とする。
　光合成細菌と焼酎粕を掛け合わせたキット
は、養殖クルマエビへ応用した結果、エビの
疾患に顕著な効果を示すことが分かった。微

生物資材による治癒効果は即効性に欠けてい
たものの、今回の試みにおいては短期間での
効果を示した。
　これらは研究段階であるものの、平成30
年までに新規光合成細菌の探索、大量培養、
養殖エビへの応用を確立させていく。同時に
ベトナムの商社・貿易企業と協力し、地元養
殖企業への販売を展開していく予定だ。ベト
ナムでの実績を基にインド・インドネシアと
アジアへ展開し、国際進出を視野に入れなが
ら、将来はクルマエビ養殖以外の単価の高い
魚種へも販売を拡大していく。
　全国大会で優秀な発表が続く中、見事に文
部科学大臣賞とテクノロジー部門大賞に輝い
たCiamoチーム。着実に実績を積んでいく同
チームに今後も目が離せない。

■就職（内定）率の推移（大学）
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